










要約 

愛媛大学医学部付属病院産婦人科外来並びに当科関連病院産婦人科外来において抗 ATLA

抗体検査希望妊婦 822 名に対してスクリーニングを施行した。スクリーニングを施行する

にあたって既に愛媛県下で ATL 母児感染防止対策を行っている施設での実施方法を調査し、

参考にすると共にスクリーニングの有する問題点を検討した。スクリーニングにおいて陽

性が疑われた血清は吸収抑制試験、ウェスタンプロット法,PA 法(免疫凝集法)を施行し総

合的に検討し、陽性を判定した。スクリーニングの結果 7名の陽性妊婦を確認でき、陽性

率は 0．85%であった。 

3 名の妊婦が既に分娩を終了した。分娩時に母体血、臍帯血を採取しウェスタンブロット

法により抗 ATLA-IgG,IgM 抗体を検討し赴ところ 3 症例全例において母体血では IgG.IgM

がいづれも確認されたが臍帯血からはIgG のみが確認され IgMはまったく検出されず子宮

内感染の証拠は得られなかった。3 症例はいづれも患者の希望により人工乳哺育となり分

娩直後よりブロモクリブチンによる乳汁分泌抑制を行った。3 症例中 1 症例が分娩後 6 ヵ

月を経たが ELISA 法、ウェスタンﾌブロット法ではこの時点では陰性化しており現在経過観

察中である。 

今後 ATL 母児感染防止の社会的、技術的問題点が解決ざれ、次世代へのATL ウィルスの伝

搬をくいとめることが望まれる。 


